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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する定性的情報 

当第1四半期連結累計期間（自 平成28年4月1日 至 平成28年6月30日）の経済情勢は、金融緩和

や各種経済政策の効果に支えられ、企業収益や雇用情勢が改善するなど景気は緩やかな回復基調が続いて

おります。しかしながら、6 月に英国でＥＵからの離脱の是非を問う国民投票が行われ、離脱賛成派が過

半数を占めたことから、ＥＵ経済をはじめとする世界経済の先行きに対する不透明感が高まっております。 

このような環境の下、当行グループは第八次中期経営計画「新たな成長への第一歩～あなたとともに

～」の最終年度として資産の健全化や経営の合理化・効率化に努めた結果、当第 1 四半期連結累計期間の

業績は次のとおりとなりました。 

経常収益は、貸出金利息の減少等により前年同期比8億円減少し155億78百万円となりました。また経

常費用は、与信関係費用の減少等により前年同期比20億70百万円減少し97億43百万円となりました。 

この結果、経常利益は58億35百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は37億8百万円となりまし

た。 

 

（２）財政状態に関する定性的情報 

当第 1 四半期連結会計期間末の資産は、貸出金の増加等により前連結会計年度末比 427 億円増加し、2

兆8,480億円となりました。負債は、預金の増加等により前連結会計年度末比397億円増加し、2兆6,812

億円となりました。また純資産は、利益剰余金の増加等により前連結会計年度末比30億円増加の1,667億

円となりました。 

なお、主要勘定の状況は次のとおりとなりました。 

① 預金 

個人預金の増加等により、預金残高は前連結会計年度末比304億円増加し2兆5,981億円となりま

した。 

 ② 貸出金 

地方公共団体向け貸出の増加等により、貸出金残高は前連結会計年度末比 73 億円増加し 1 兆

8,496億円となりました。 

 ③ 有価証券 

国債の減少等により、有価証券残高は前連結会計年度末比903億円減少し5,192億円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する定性的情報 

当第 1 四半期連結累計期間の損益状況は順調に推移しており、平成 28 年 5 月 11 日に公表した業績予想

に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。 
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（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  （会計方針の変更） 

  法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実

務対応報告第32号 平成28年6月17日）を当第1四半期連結会計期間に適用し、平成28年4月1日以後

に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

  この変更による当第1四半期連結会計期間の連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 

   

（追加情報） 

  「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年3月28日）

を当第1四半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

現金預け金 301,074 438,947

コールローン及び買入手形 2,277 1,847

商品有価証券 393 414

金銭の信託 3,130 2,944

有価証券 609,553 519,230

貸出金 1,842,237 1,849,633

外国為替 1,458 2,207

その他資産 24,222 13,608

有形固定資産 24,687 24,506

無形固定資産 647 628

繰延税金資産 2,377 2,300

支払承諾見返 4,135 3,919

貸倒引当金 △10,946 △12,168

資産の部合計 2,805,248 2,848,020

負債の部

預金 2,567,651 2,598,142

譲渡性預金 35,977 46,519

借用金 9,286 8,944

外国為替 39 45

その他負債 17,003 17,045

賞与引当金 940 235

役員賞与引当金 32 14

退職給付に係る負債 4,828 4,711

睡眠預金払戻損失引当金 277 276

偶発損失引当金 203 226

再評価に係る繰延税金負債 1,203 1,203

支払承諾 4,135 3,919

負債の部合計 2,641,579 2,681,284

純資産の部

資本金 27,408 27,408

資本剰余金 26,154 26,154

利益剰余金 99,887 103,127

自己株式 △2,486 △2,487

株主資本合計 150,964 154,203

その他有価証券評価差額金 11,189 10,819

土地再評価差額金 △905 △905

退職給付に係る調整累計額 △1,592 △1,510

その他の包括利益累計額合計 8,690 8,403

新株予約権 104 112

非支配株主持分 3,909 4,016

純資産の部合計 163,669 166,735

負債及び純資産の部合計 2,805,248 2,848,020
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

経常収益 16,379 15,578

資金運用収益 11,428 10,763

（うち貸出金利息） 6,183 5,812

（うち有価証券利息配当金） 5,174 4,866

役務取引等収益 1,553 1,261

その他業務収益 1,068 2,738

その他経常収益 2,328 815

経常費用 11,814 9,743

資金調達費用 316 211

（うち預金利息） 303 201

役務取引等費用 824 857

その他業務費用 1,123 -

営業経費 6,500 6,595

その他経常費用 3,048 2,078

経常利益 4,565 5,835

特別利益 2 6

固定資産処分益 2 6

特別損失 1 6

固定資産処分損 1 6

税金等調整前四半期純利益 4,566 5,835

法人税、住民税及び事業税 1,978 2,017

法人税等調整額 △321 △0

法人税等合計 1,656 2,016

四半期純利益 2,909 3,818

非支配株主に帰属する四半期純利益 47 110

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,861 3,708
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 2,909 3,818

その他の包括利益 △5,590 △287

その他有価証券評価差額金 △5,627 △369

退職給付に係る調整額 37 82

四半期包括利益 △2,680 3,530

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,728 3,420

非支配株主に係る四半期包括利益 47 110
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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４．四半期決算のポイント

（１）損益の状況

【連結】

【連結損益計算書(抜粋)】

（単位：百万円）

経常収益

経常費用 9,743

15,578

 (内、貸出金利息) 5,812

 (内、与信関係費用) 1,547

親会社株主に帰属する四半期純利益
5,835経常利益　
3,708

11,814 △ 2,070

4,565

△ 1,020

1,270
847

△ 800

2,861

2,567

増減
(A)-(B)

△ 371

平成29年3月期
第1四半期(A)

平成28年3月期
第1四半期(B)

16,379

6,183

経常収益は、貸出金利息の減少等により前年同期比8億円減少の155億78百万円となり

ました。

経常費用は、与信関係費用の減少等により前年同期比20億70百万円減少の97億43百万円

となりました。

この結果、経常利益は58億35百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は37億8百万

円となりました。

【単体】

【単体損益計算書(抜粋)】
（単位：百万円）

平成28年3月期
第1四半期(B)

増減
(A)-(B)

コア業務純益 4,521

1,820

実質業務純益 7,242

経常利益　 5,650

平成29年3月期
第1四半期(A)

7,279業務純益

4,452

3,690四半期純利益 2,854

5,386 1,856

1,198

836

5,459

5,453 △ 931

コア業務純益は、貸出金利息の減少等により前年同期比9億31百万円減少の45億21百万円

となりました。

業務純益は、国債等債券損益の増加等により前年同期比18億20百万円増加の72億79百

万円、実質業務純益は前年同期比18億56百万円増加の72億42百万円となりました。
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（２）主要勘定の状況

【単体】

（単位：億円）

（注）譲渡性預金は含んでおりません。

平成28年6月末
(A)

21,297

18,525

預金 26,003

うち個人預金

307

△ 7513,996

増減
(A)-(B)

平成28年3月末
(B)

貸出金

160

75

25,696

21,137

18,450

13,921うち個人・中小企業向け貸出

預金残高は、個人預金の増加等により平成28年3月末比307億円増加の2兆6,003億円とな

りました。

貸出金残高は、28年3月末比75億円増加の1兆8,525億円となりました。

26 003
30,000

（億円）
預金残高の推移 個人預金 預金

21,170 21,137 21,297

25,784 25,696 26,003

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

27/6末 28/3末 28/6末

13,801 13,996 13,921

18,210 18,450 18,525

0

5,000

10,000

15,000

20,000

27/6末 28/3末 28/6末

（億円）
貸出金残高の推移 個人・中小企業向け貸出 貸出金
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（３）健全性の状況

①自己資本比率【連結】

【連結】 （単位：％）

増減(A)-(B) 平成28年3月末(B)

0.1212.11連結自己資本比率 12.23

 平成28年6月末(A)

連結自己資本比率は、親会社株主に帰属する四半期純利益37億円を計上したことによ

り、平成28年3月末比0.12ポイント上昇し12.23％となりました。

12.41 12.52
12.83

12.11 12.23

10.00

11.00

12.00

13.00

26/9末 27/3末 27/9末 28/3末 28/6末

（％）
自己資本比率の推移 連結自己資本比率

②不良債権の状況【単体】

【単体】 （単位：％、億円）

 平成28年6月末(A) 増減(A)-(B) 平成28年3月末(B)

金融再生法開示債権 463 462 1

不良債権比率 2.49 2.49 －

金融再生法開示債権は、平成28年3月末比1億円増加の463億円、不良債権比率は、平成

28年3月末比変わらずの2.49％となりました。

580 547
470 462 463

3.27
3.02

2.57 2.49 2.49

1.00

2.00

3.00

4.00

0

400

800

1,200

26/9末 27/3末 27/9末 28/3末 28/6末

（％）（億円）

金融再生法開示債権・比率の推移 金融再生法開示債権 不良債権比率
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５．参考情報

（１）平成29年3月期　第1四半期損益概要【単体】

（単位：百万円）

業務粗利益

(除く国債等債券損益(5勘定尻))

資金利益

役務取引等利益

その他業務利益

経費（除く臨時処理分）

コア業務純益

国債等債券損益（5勘定尻）

実質業務純益

一般貸倒引当金繰入額①

業務純益

臨時損益

不良債権処理額②

(貸倒償却引当費用①＋②)

株式等関係損益

株式等償却

経常利益　

特別損益

税引前四半期純利益

法人税 住民税及び事業税

増減第1四半期

11,120

5,453

5,386

△ 73

（A)-(B)

2,507

656

7,279

2,720

5,459

2,738

7,242

4,521

6,3366,378

△ 37

△ 67

平成29年3月期 平成28年3月期

第1四半期

(3ヵ月間)（A) (3ヵ月間)（B)

26

△ 6

5,644

2,5801,572

1,535

13,620

10,900

11,722

△ 55

10,559

322

11,789

△ 1,628

1

5,650

0

4,452

△ 1,006

1,562

1 928

△ 0

36

1,192

△ 5

4,452

1 965

1,898

△ 889

△ 560

△ 334

0

1,198

△ 931

2,787

1,856

△ 972

35

1,820

△ 1,536

△ 622

△ 1,008

2,793

41

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

法人税等合計

四半期純利益

（２）金融再生法開示債権【単体】

（単位：百万円）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

合計(Ａ)

正常債権

総与信額計(Ｂ)

総与信額に占める割合（Ａ／Ｂ）

1,927

2,990

6,498

1,774,953

2.93%

46,393 53,689

1,954

△ 10 319

1,928

△ 330

平成27年6月末

41,474

2,854

平成28年6月末

36

3561,598

1,965

3,690

2,965

平成28年3月末

836

1,813,018

10,227

36,962 40,292

2,989

46,246

1,806,461

1,828,6421,859,411

2.49%

1,852,708

2.49%
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（３）自己資本比率（国内基準）

【単体】 （単位：百万円、％)

(1)自己資本比率 (2)/(3)

(2)単体における自己資本の額
(3)リスク・アセットの額
(4)単体総所要自己資本額 (3)×4％

【連結】 （単位：百万円、％)

(1)自己資本比率 (2)/(3)

(2)連結における自己資本の額

(3)リスク・アセットの額

(4)連結総所要自己資本額 (3)×4％

（４）時価のある有価証券の評価差額【単体】

（単位：百万円）

そ 他有価証券

51,090

1,285,839

52,147

159,559 155,761

平成28年6月末

156,246

平成28年3月末

時価評価差額

12.06

51,433

評価差額

12.23

時価

平成28年6月末

1,303,679

平成28年3月末

平成28年3月末

11.94

51,812

平成28年6月末

12.11

時価

152,582

平成27年6月末

評価差額

1,295,322 1,277,260

その他有価証券

株式

債券

その他

（注）1.「評価差額」及び「含み損益」は、帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差

　　　　額を計上しております。

2.満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

（単位：百万円）

（５）預金・貸出金の残高【単体】

（単位：百万円）

預金

うち個人預金

貸出金

うち住宅ローン

（注）譲渡性預金は含んでおりません。

〈本件に関するお問い合わせ先〉

経営企画部  猪俣・斎藤・阿部　 TEL 028-633-1455

2,129,734

1,852,513

25,805

16,305

11,7865,197

9,819

15,414

2,117,087

平成28年6月末

2,280

2,237

2,600,317

27111,776

2,578,409

帳簿価額 含み損益

2,569,617

18,713

393,708

145,841

平成28年6月末

237,141 397

254,426

2,625

6,105

満期保有目的の
債券

6,868 261

帳簿価額帳簿価額

平成27年6月末

含み損益含み損益

510,282 565,355

平成28年3月末

1,845,044

平成27年6月末

516,896

600,181

371,201

2,113,748

513,080

1,821,043

495,305

207,572

7,348 324

平成28年3月末

7,012

15,742

21,407
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